
第
53
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
、

初
夏
の
強
い
日
差
し
の
中
、
5
月
14
日
、

東
京
湾
口
の
船
舶
が
行
き
交
う
浦
賀
水
道

を
望
む
、
神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園
「
戦

没
船
員
の
碑
」（
横
須
賀
市
）
で
、
全
国

各
地
か
ら
ご
遺
族
は
じ
め
行
政
関
係
者
、

海
事
関
係
団
体
な
ら
び
に
業
界
代
表
者
、

約
3
5
0
人
が
参
列
し
例
年
ど
お
り
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

音
楽
隊
に
よ
る
「
真
白
き
富
士
の
嶺
」

「
椰
子
の
実
」「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の

曲
が
、
お
ご
そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
と
、
参

列
者
は
静
か
に
聴
き
入
っ
た
。

式
典
は
午
前
11
時
に
は
じ
ま
り
、
国
家

斉
唱
、
黙
と
う
に
続
き
、
会
長
式
辞
、
内

閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞
が
捧
げ
ら
れ
た
。

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
、

海
に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
（
鎮

魂
曲
）『
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
』
が
演

奏
さ
れ
る
中
、
会
長
、
戦
没
・
殉
職
船
員

遺
族
代
表
、
海
事
振
興
連
盟
、
各
界
代
表

に
続
い
て
参
列
者
全
員
が
、
慰
霊
碑
に
白

菊
を
手
向
け
る
と
と
も
に
、
観
世
一
門
に

よ
る
能
楽
「
海
霊
」
を
奉
納
。
戦
没
・
殉

職
船
員
の
御
霊
の
鎮
魂
と
海
洋
永
久
の
平

和
を
願
っ
て
、
祈
り
を
捧
げ
た
。

大
阪
商
船
（
現
・
商
船
三
井
）
の

嘱
託
画
家
・
大
久
保
一
郎
画
伯
は
、

戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
17
年
、
当
時

の
岡
田
永
太
郎
社
長
か
ら
「
次
々
に

沈
め
ら
れ
る
社
船
の
最
期
を
記
録
に

と
ど
め
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
生

還
し
た
船
員
か
ら
遭
難
状
況
な
ど

の
生
々
し
い
証
言
を
克
明
に
聞
き

と
っ
て
、
記
録
画
と
し
て
書
き
残

し
た
。

無
料
公
開
さ
れ
る
遺
作
37
点
は
、

い
ず
れ
も
先
の
大
戦
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
海
の
藻
屑
と
な
っ
た
戦
時
徴

用
船
の
壮
絶
な
最
期
と
乗
組
員
の
悲

惨
な
実
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
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入場無料

〜
知
ら
れ
ざ
る
民
間
船
舶
の
悲
劇
〜

大
久
保
一
郎
画
伯
遺
作

〇
三‐

三
二
三
四‐

〇
六
六
二

〇
三‐

三
二
三
四‐

〇
六
八
二

戦
時
徴
用
船
遭
難
の
記
録
画
展

第
5522
回

観音崎公園

海
洋
永
久
の
平
和
を

■
会

期

8
月
21
日
㊎
か
ら

8
月
31
日
㊊
ま
で

・
開
館
時
間
は

10
時
00
分
か
ら

18
時
00
分
ま
で

・
初
日
の

8
月
21
日
㊎
は
、

13
時
00
分
開
場

・
最
終
日
の
8
月
31
日
㊊
は
、

16
時
00
分
閉
場

■
会

場

江
戸
川
区
立

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

1
階

展
示
ホ
ー
ル

1

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
4
丁
目
1
―

1

※
都
営
新
宿
線
「
船
堀
駅
」

北
口
よ
り
徒
歩
1
分

■
主

催

（
公
財
）
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

江戸川区立 タワーホール船堀

第
53
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

御霊の鎮魂と海洋永久の平和を祈り黙とうを捧げる

魚雷攻撃により棒立ちとなって沈没する
じ

「ぶら志゙る丸」

8／21～8／31
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佐
々
木
紀

国
土
交
通
副
大
臣
代
読

◎
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞

第
53
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
が
挙

行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で
追
悼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
は
、
6
万
人
余
り

の
船
員
の
方
々
が
、
祖
国
を
思
い
、
家
族

の
行
く
末
を
案
じ
な
が
ら
、
尊
い
命
を
失

わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
も
、
海
難
事
故
や
労

働
災
害
に
よ
り
2
千
9
百
人
を
超
え
る
船

員
の
方
々
が
そ
の
職
に
殉
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、
海
と
と
も
に

生
き
た
多
く
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に

築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
心
に
刻

み
続
け
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
没
・
殉
職
船
員
の
御
霊
に
対

し
、
こ
こ
に
改
め
て
、
衷
心
よ
り
、
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

中
東
地
域
を
は
じ
め
、
未
だ
に
争
い
が

絶
え
る
こ
と
の
な
い
世
界
の
中
に
あ
っ

て
、
祖
国
の
未
来
を
想
い
、
蒼
海
に
眠
る

船
員
の
方
々
の
御
霊
の
御
前
で
、
恒
久
の

平
和
と
海
上
交
通
の
安
全
に
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
こ
と
を
、
改
め
て
こ
こ
に

固
く
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
の
方
々
の
御
霊
の
永

遠
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
改
め
て
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
遺
族
の
皆

様
の
安
寧
を
心
か
ら
祈
念
し
、
追
悼
の
辞

と
い
た
し
ま
す
。

式
典
は
、強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
、

神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園
の
「
戦
没
船
員

の
碑
」
で
、
井
上
登
志
仁
理
事
長
の
開
式

の
辞
に
続
い
て
国
歌
斉
唱
の
後
、「
国
の

鎮
め
」
の
演
奏
に
あ
わ
せ
、
戦
没
・
殉
職

船
員
6
万
3
6
2
0
名
の
鎮
魂
と
永
久
の

平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
代
表
し
て
、

池
田
潤
一
郎
会
長
が
式
辞
を
、
国
を
代
表

し
て
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞
を
佐
々
木

紀
国
土
交
通
副
大
臣
が
代
読
し
た
。

波
静
か
な
れ
と
こ
し
え
に

第
53
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

◎
式

辞

池
田
潤
一
郎
会
長

本
日
こ
こ
に
、
第
53
回
戦
没
・
殉
職
船

員
追
悼
式
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
全
国

各
地
か
ら
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
の

方
々
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ま
た
、
戦
没
船
員
の
碑
に
あ
ら

た
に
殉
職
船
員
2
人
の
名
簿
を
奉
安
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
先
の
大
戦
で
、

物
資
な
ど
の
輸
送
に
従
事
し
、
戦
禍
の
犠

牲
と
な
っ
た
戦
没
船
員
6
万
6
4
3
人

と
、
海
難
な
ど
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
船
員

2
9
7
7
人
の
尊
い
御
霊
が
、
安
ら
か
に

眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
日
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
海
洋

国
家
日
本
と
し
て
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受

で
き
て
い
る
の
は
、
志
半
ば
で
海
に
散
っ

た
戦
没
船
員
と
、
わ
が
国
の
復
興
を
支
え

た
、
海
運
・
水
産
業
で
、
不
幸
に
し
て
そ

の
職
に
殉
じ
ら
れ
た
船
員
の
尊
い
犠
牲
と

ご
功
績
の
う
え
に
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
深
く
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
な
い

家
族
を
失
っ
た
深
い
悲
し
み
に
耐
え
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
の
労
苦
と
心
情
に
思
い
を
い
た

し
、心
か
ら
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。

終
戦
か
ら
81
年
、
戦
争
の
記
憶
は
年
を

追
っ
て
薄
れ
て
い
き
ま
す
が
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の
御
霊

の
慰
霊
・
顕
彰
と
海
洋
国
家
日
本
の
永
久

の
平
和
と
安
全
を
祈
念
し
て
い
く
こ
と

を
、
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

安
ら
か
に
ね
む
れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

ご
参
列
い
た
だ
い
た
皆
様
と
と
も
に
、

こ
の
碑
に
刻
ま
れ
た
御
霊
へ
の
祈
り
を
捧

げ
、
本
会
を
代
表
し
て
の
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。
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献
花
を
捧
げ
る

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
鎮

魂
曲「
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
」が
お
ご
そ

か
に
演
奏
さ
れ
る
中
、献
花
が
行
わ
れ
た
。

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
代
表
し
て
池

田
潤
一
郎
会
長
に
続
い
て
、
ご
遺
族
を
代

表
し
て
戦
没
船
員
遺
族
の
島
一
角
さ
ん
と

石
川
眞
佐
子
さ
ん
、
殉
職
船
員
遺
族
の
里

見
一
矢
さ
ん
と
中
田
ま
つ
み
さ
ん
が
白
菊

を
捧
げ
た
。

◎
来
賓
・
各
界
代
表
献
花
者（
敬
称
略
）

島

一
角
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

石
川
眞
佐
子
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

里
見

一
矢
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

中
田
ま
つ
み
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

佐
々
木

紀
（
国
土
交
通
副
大
臣
）

宇
佐
美
和
里
（
海
事
振
興
連
盟

後
藤
茂
之
会
長
名
代

事
務
局
長
）

加
藤

雅
徳
（
日
本
船
主
協
会
副
会
長
）

枝
元

真
徹
（
大
日
本
水
産
会
会
長
）

松
浦

満
晴
（
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
）

酒
井
智
代
子
（
全
国
海
友
婦
人
会
会
長
）

田
中

茂
（
横
須
賀
市
長
代
理

市
長
特
別
顧
問
）

五
十
嵐

敬
（
神
奈
川
県
横
須
賀
土
木
事
務
所
長
）

佐
塚

昌
弘
（
神
奈
川
県
横
須
賀
南
警
察
署
長
）

八
木

浩
二
（
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
海
将
）

吉
田

圭
秀
（
防
衛
大
学
校
長
）

福
本

拓
也
（
海
上
保
安
庁

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
長
）

永
本

和
寿
（
国
土
交
通
省
海
難
審
判
所
長
）

熊
上

尚
男
（
運
輸
安
全
委
員
会
横
浜
事
務
所
長
）

宿
利

正
史
（
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
会
長
）

井
関

俊
夫
（
東
京
海
洋
大
学
長
）

佐
々

明
（
海
技
教
育
機
構
理
事
長
）

◎
式
電
を
い
た
だ
い
た
方

（々
敬
称
略
）

斉
藤

鉄
夫
（
中
道
改
革
連
合
顧
問
）

鹿
沼

均
（
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
）

齋
藤

聡
（
防
衛
省
海
上
幕
僚
長

海
将
）

藤
澤

正
人
（
神
戸
大
学
長
）

國
枝

佳
明
（
富
山
高
等
専
門
学
校
長
）

三
村

治
夫
（
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

逸
見

真
（
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

藤
本

隆
士
（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

内
田

誠
（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

折
野

勲
（
福
岡
海
寿
会
会
長
）

遺族代表の中田さん，里見さん，石川さん，島さん（左から）

枝元大日本水産会会長・加藤日本船主協会副会長
宇佐美海事振興連盟事務局長（左から）

佐々木紀国土交通副大臣

松浦海員組合組合長（右）・酒井海友婦人会会長

日本殉職船員顕彰会 池田潤一郎会長
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田中横須賀市長顧問、五十嵐横須賀土木事務所長
佐塚横須賀南警察署長（右から）

永本海難審判所長、熊上運輸安全委横浜事務所長
宿利日本海事センター会長、井関東京海洋大学長

佐々海技教育機構理事長（右から）

献花を捧げるご遺族

八木横須賀地方総監、吉田防衛大学校長
福本第三管区海上保安本部長（右から）

献花を捧げるご遺族

海上自衛隊横須賀音楽隊
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能
楽
「
海
霊
」
奉
納

「
海
霊
」
の
由
来

観
音
崎
公
園
で
戦
没
船
員
の
慰
霊
式
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
初
め
て
参
列
し
ま
し
た
。
大

叔
父
（
薄
井
辰
巳
）
が
船
乗
り
で
、
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
両
親
も
詳
し
い
こ
と
は
教
え
て
く

れ
ず
、
今
回
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
に

連
絡
し
て
、
初
め
て
亡
く
な
っ
た
時
の
状

況
が
分
か
り
ま
し
た
。

能
代
丸
と
い
う
船
に
乗
っ
て
一
等
操
舵

手
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
浅
間
丸
に
便

乗
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
追
悼
式

典
で
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
大
叔
父
の

魂
が
安
ら
か
に
と
、
祈
り
に
き
ま
し
た
。

今
日
の
追
悼
式
典
に
は
、
父
親
と
妹
と

一
緒
に
3
人
で
来
ま
し
た
。
今
回
が
初
め

て
の
参
列
で
す
。
祖
父
が
船
員
で
あ
り
、

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
亡
く
な
っ
た
時
の
状
況
が
分
か

ら
な
っ
た
の
で
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

に
連
絡
し
て
、
当
時
の
状
況
が
わ
か
り
ま

し
た
。
第
12
郵
船
丸
に
機
関
部
と
し
て
乗

船
し
て
、
サ
イ
パ
ン
島
で
空
襲
を
受
け
て

亡
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
横
須
賀
の
観
音

崎
公
園
で
、
亡
く
な
っ
た
船
員
の
追
悼
式

典
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
亡
く
な
っ
た
祖
父
を
想
い
、
家
族

で
参
列
し
ま
し
た
。

第
53
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
、

遠
く
に
太
平
洋
、
眼
下
に
は
船
舶
が
行
き

交
う
東
京
湾
口
の
浦
賀
水
道
を
望
む
「
戦

没
船
員
の
碑
」
に
お
い
て
、
観
世
一
門
に

よ
る
能
楽
「
海
霊
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
国
に
殉
じ
た
船
員

の
数
は
実
に
6
万
余
名
に
も
達
し
ま
し
た
。

能
楽
「
海
霊
」
は
、
戦
没
船
員
と
生
死

を
共
に
さ
れ
た
、
宮
越
賢
治
船
長
が
、
こ

れ
ら
戦
没
船
員
の
霊
を
慰
め
、
そ
の
徳
を

あ
き
ら
か
に
し
、
併
せ
て
平
和
を
祈
る
た

め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
元
の
歌
詞
は
、
明
治
37
年
、
と
き

の
国
際
情
勢
を
憂
慮
さ
れ
、
世
界
平
和
を

祈
念
さ
れ
た
明
治
天
皇
の
御
製
「
四
方
の

海
み
な
は
ら
か
ら
と
思
ふ
世
に
な
ど
波
風

の
立
ち
さ
わ
ぐ
ら
む
」
を
配
し
て
平
和
へ

の
指
標
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
46
年
3
月
、
神
奈
川
県
立
観
音
崎

公
園
内
（
横
須
賀
市
）
に
「
戦
没
船
員
の

碑
」
が
建
立
さ
れ
、
同
年
5
月
6
日
、
皇

太
子
同
妃
両
殿
下
（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛

下
）
の
行
啓
の
も
と
に
第
1
回
戦
没
船
員

追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
宮
越

賢
治
船
長
の
作
詞
、
25
世
観
世
左
近
元
正

師
の
作
曲
に
よ
る
能
楽
「
海
霊
」
を
奉
納

す
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
観
音

崎
ホ
テ
ル
大
広
間
で
演
じ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
追
悼
式
典
に
は
必
ず
「
海

霊
」
が
宮
越
賢
治
船
長
を
シ
テ
と
し
て
観

世
一
門
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

宮
越
賢
治
船
長
は
、
昭
和
61
年
に
亡
く

な
ら
れ
、
そ
の
後
は
観
世
一
門
に
よ
り
絶

え
る
こ
と
な
く
奉
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

初初
めめ
てて
参参
列列
しし
たた
皆皆
様様
のの
おお
話話
しし

■
薄
井
智
子
さ
ん
（
東
京
都
）

■
木
内
由
貴
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
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■
女
性（
担
当
・
案
内
・
献
花
・
リ
ボ
ン
）

数
年
ぶ
り
に
お
手
伝
い
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
切
な
行
事
に
参

加
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
、
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
洋
少
年
団
で
お
世
話
に
な
っ
た
息
子

も
社
会
人
に
な
り
、
卒
業
し
て
15
年
も
経

ち
ま
す
が
、
未
だ
に
ご
縁
を
い
た
だ
け
る

こ
と
が
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

追
悼
式
が
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続
き

ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

■
女
性
（
担
当
・
案
内
・
献
花
）

毎
年
仕
事
を
お
休
み
さ
せ
て
も
ら
っ
て

の
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
経
験

と
思
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。

年
々
列
席
者
の
数
も
減
少
傾
向
、
運
営

サ
イ
ド
の
人
材
も
変
動
が
あ
る
中
で
も
、

皆
様
が
故
人
へ
の
追
悼
の
念
で
、
本
式
典

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が

ら
そ
こ
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
光
栄
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
殉
職
さ
れ
る
方
が
ゼ
ロ
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
式

典
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
そ
れ
に
よ
り
故
人
の
冥
福
を
い
つ

ま
で
も
祈
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

■
男
性
（
担
当
・
車
両
）

こ
の
度
、
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に

運
営
と
し
て
参
加
し
、
改
め
て
海
上
輸
送

の
発
展
と
国
民
生
活
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

戦
没
・
殉
職
船
員
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
に

深
い
敬
意
と
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、
平
和
と
安
全

の
尊
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、

海
運
業
界
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
戦
没
・

殉
職
船
員
の
方
々
へ
の
追
悼
の
思
い
を
胸

に
日
々
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
男
性
（
担
当
・
受
付
）

式
典
に
参
加
す
る
た
び
に
、
戦
争
に
よ

り
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
、
そ
し
て
ご

遺
族
の
皆
様
の
ご
心
情
に
思
い
を
致
し
、

改
め
て
平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を

深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、

世
界
各
地
で
緊
張
や
紛
争
が
続
い
て
お

り
、
平
和
な
社
会
が
決
し
て
当
た
り
前
の

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
追
悼
式

は
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

後
世
へ
伝
え
、
平
和
へ
の
願
い
を
共
有
す

る
大
変
意
義
深
い
機
会
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、戦
争
に
よ
る
犠
牲
や
悲
し
み
は
、

国
や
地
域
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に
深
い

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
過

去
の
歴
史
に
学
び
、
平
和
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

追
悼
式
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
ら

れ
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
歴
史
と
記
憶
を
次
世

代
へ
継
承
す
る
た
め
、
今
後
も
微
力
な
が

ら
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
男
性
（
担
当
・
案
内
）

昨
年
に
続
き
、
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼

式
に
お
手
伝
い
と
い
う
形
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
と
は
違
い
、
今
回
は
来
場
さ
れ
た

方
々
を
案
内
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
観
音
崎
バ
ス
停
に
て
ご
参
列
さ
れ

る
皆
様
を
会
場
へ
と
誘
導
い
た
し
ま
し
た
。

案
内
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
私
た

ち
が
今
、
当
た
り
前
に
送
っ
て
い
る
平
和

な
毎
日
や
暮
ら
し
は
、
海
で
一
生
懸
命
に

働
い
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
、
強
く
胸
に

響
き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
心

か
ら
お
祈
り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の

大
切
な
式
典
を
少
し
で
も
支
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

海
の
安
全
へ
の
願
い
と
、
今
回
感
じ
た

感
謝
の
気
持
ち
を
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

忘
れ
ず
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

追
悼
式
典
の
運
営
に
は
実
行
委
員
の
ご

支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
第
53
回
追
悼
式

に
は
、
海
事
関
係
15
団
体
・
47
人
と
個
人

協
力
者
5
人
に
顕
彰
会
ス
タ
ッ
フ
6
人
を

加
え
た
58
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。

当
日
は
昨
年
に
続
き
、
夏
日
を
思
わ
せ

る
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
で
、
大

き
な
混
乱
も
な
く
滞
り
な
く
終
了
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
も
実
行
委
員
の
皆
様
か
ら
、
次
回

に
つ
な
げ
る
ご
意
見
・
要
望
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
関
係
団
体
と
個
人
協
力
者
の
支
援
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
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■
男
性
（
担
当
・
受
付
）

海
運
に
は
関
わ
っ
て
い
て
も
、
仕
事
に

よ
っ
て
命
を
落
と
さ
れ
て
き
た
方
々
が
い

る
こ
と
や
、
そ
の
ご
遺
族
の
方
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た

め
、
今
ま
で
の
視
野
の
狭
さ
・
見
識
不
足

に
つ
い
て
恥
ず
か
し
く
思
う
と
と
も
に
今

後
の
業
務
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
背
景
も
意

識
し
て
行
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
運
営
に
あ
た
り
協
力
し

て
く
れ
た
大
学
生
の
や
る
気
あ
ふ
れ
る
姿

を
見
て
、
私
自
身
も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
先
人
の
皆
様
も
後

進
の
活
躍
を
目
に
し
て
、
安
心
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

年
々
気
候
が
暑
く
な
り
、
ご
遺
族
の
方

の
高
齢
化
も
あ
っ
て
運
営
・
実
施
が
大
変

に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
式
典
を
機
に
先
人
を
想
い
起
こ

し
、
ま
た
私
た
ち
が
見
識
を
広
め
る
た
め

に
も
是
非
式
典
は
今
後
も
開
催
を
い
た
だ

き
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
女
性
（
担
当
・
案
内
・
献
花
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
実
行
委
員

の
立
場
か
ら
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
の

運
営
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
の
進
行
を
支
え
る
中
で
、
海
上
に
満

ち
る
厳
粛
な
雰
囲
気
や
、
参
列
さ
れ
る
ご

遺
族
の
深
い
祈
り
を
肌
で
感
じ
、
こ
の
追

悼
式
が
持
つ
社
会
的
・
歴
史
的
な
意
義
の

大
き
さ
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
東
京
海
洋
大
学
の
学
生
が
実
行

委
員
を
務
め
る
こ
と
は
、
単
な
る
式
典
の

補
助
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
海
を
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
海
と
共
に
生
き
る
者
と
し

て
、
先
人
た
ち
の
尊
い
志
や
日
本
の
海
運

を
支
え
て
き
た
悲
痛
な
歴
史
を
正
し
く
理

解
し
、
広
く
社
会
へ
伝
え
て
い
く
た
い
せ

つ
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
強
く
実

感
し
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
へ
の
心
か
ら
の
感
謝
と
哀
悼

の
意
を
常
に
心
に
刻
み
、
平
和
で
安
全
な

海
の
た
い
せ
つ
さ
を
次
の
世
代
へ
繋
ぐ
架

け
橋
と
な
れ
る
よ
う
、
今
回
身
を
も
っ
て

感
じ
た
責
任
感
を
、
日
々
の
大
学
生
活
や

海
事
普
及
会
で
の
今
後
の
活
動
に
お
い
て

も
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

■
男
性
（
担
当
・
受
付
）

今
回
、
初
め
て
実
行
委
員
と
し
て
戦

没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
参
加
し
た
。
前

日
の
袋
詰
め
か
ら
始
ま
り
、
当
日
朝
の
設

営
の
お
手
伝
い
、
係
の
仕
事
、
そ
し
て
帰

り
の
誘
導
と
長
時
間
に
わ
た
っ
て
追
悼
式

の
運
営
に
携
わ
っ
た
。
ご
遺
族
の
方
を
は

じ
め
と
し
て
、
海
事
業
界
の
各
分
野
か
ら

多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
追
悼
式
が
い

か
に
重
要
な
儀
式
で
あ
る
か
を
認
識
し

た
。
ま
た
、
私
は
一
般
受
付
を
担
当
し
た

が
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
地
元
の

方
々
が
飛
び
入
り
で
出
席
す
る
様
子
を
よ

く
お
見
受
け
し
た
。
海
上
自
衛
隊
地
方
総

監
部
が
置
か
れ
て
い
て
、
旧
海
軍
時
代
か

ら
軍
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
横
須
賀
の

方
々
の
、
追
悼
式
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
追
悼
式
に
、海
事
普
及
会
、ひ
い
て

は
旧
東
京
商
船
大
学
の
学
生
で
あ
る
私
た

ち
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
意

義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。最
後
に
、戦
時
中

お
よ
び
戦
後
に
、戦
没
・
殉
職
さ
れ
た
船
員

の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
海
が
安
全
で
そ
し
て
平
和
な
場
所
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
た
い
。

■
女
性
（
担
当
・
受
付
）

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
受
付
で
の
名

札
配
り
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
は
単
純
な
作
業
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
来
場
さ
れ
る
多
く
の
方
々
と
接
す

る
中
で
、
海
事
産
業
を
支
え
ら
れ
る
人
々

の
層
の
厚
さ
と
、
式
典
の
持
つ
重
み
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
。
前
日
の
準
備
か
ら
当
日

ま
で
、
普
段
の
学
生
生
活
で
は
関
わ
る
こ

と
の
な
い
多
く
の
海
事
関
係
者
の
方
々
と

交
流
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
非
常

に
有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
将
来
、
船
に
乗
る
こ
と
を
目
指
し

て
海
洋
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
々
の
真
摯
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
姿
を

拝
見
し
、
海
難
事
故
や
安
全
の
意
識
は
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
強
く
実
感
し
ま

し
た
。
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
や
安
全
へ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
今
回

の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
学
業
や
実
習
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
女
性
（
担
当
・
案
内
・
献
花
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
方
々
は
顔
見

知
り
と
い
う
方
が
多
く
、
安
心
し
て
自
分

の
担
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
、
海
事
普
及
会
は
実
行
委
員
の
一

員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

特
に
こ
の
よ
う
な
厳
か
な
場
で
設
営
・
受

付
な
ど
を
任
せ
て
い
た
だ
け
る
経
験
は
本

当
に
貴
重
な
経
験
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

戦
争
や
凄
惨
な
事
故
の
歴
史
は
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
世
代
に
こ

の
よ
う
な
事
実
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る

の
で
、
海
事
普
及
会
と
し
て
そ
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
ら
よ
い
と
思

い
ま
す

▽
横
須
賀
海
洋
少
年
団
（
9
人
）
▽
東
京
海
洋
大
学
海
事
普
及
会
（
15
人
）
▽
全
日
本
海
員
組
合
本
部
（
6
人
）
▽
全
日
本
海
員
組
合
関
東
地
方
支
部
「
海
友
会
」（
2
人
）・「
木

洋
会
」（
2
人
）
▽
日
本
船
主
協
会
（
2
人
）
▽
大
日
本
水
産
会
（
2
人
）
▽
海
洋
会
（
2
人
）
▽
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
▽
全
日
本
船
舶
職
員
協
会
▽
日
本
船
舶
機
関

士
協
会
▽
日
本
船
長
協
会
▽
日
本
海
事
広
報
協
会
▽
日
本
水
先
人
会
連
合
会
▽
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー

以
上
各
1
人
▽
個
人
協
力
者
（
5
人
）
に
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
（
6
人
）

が
加
わ
り
、
今
回
は
58
人
で
実
行
委
員
会
を
構
成
し
ま
し
た
。（
順
不
同
）
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供物の袋詰め作業

受付の準備

実行委員の皆さん

マイクロバスに荷物を積み込む

式典後、帰りのマイクロバスを待つ参列者の皆さん
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殉
職
船
員
２
名

戦
没
船
員
の
碑
に
奉
安

商
船
や
漁
船
な
ど
に
乗
船
中
、
海
難

お
よ
び
職
務
上
の
事
故
な
ど
で
殉
職
さ

れ
た
船
員
の
調
査
は
毎
年
行
わ
れ
、
ご

遺
族
の
了
解
が
得
ら
れ
た
方
の
ご
芳
名

と
没
年
月
日
を
浄
書
し
た
名
簿
を
「
戦

没
船
員
の
碑
」
に
奉
安
い
た
し
ま
す
。

全
国
に
は
、
ま
だ
奉
安
さ
れ
て
な
い

多
く
の
方
々
が
い
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
個
人
情
報
保
護
の
下
で
情
報
の
入

手
が
困
難
な
事
に
加
え
、
ご
遺
族
の
了

解
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

奉
安
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
が
発

生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
遺
児
（
漁
船
を
除
く
）
に
援

護
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
年
4
月
24
日
、
追
悼
式
を
前
に
、

次
の
殉
職
船
員
2
名
を
、
神
奈
川
県
立

観
音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」（
横

須
賀
市
）
に
浄
書
し
た
名
簿
を
奉
安
い

た
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
5
月
14
日
、「
戦
没
船
員
の

碑
」
で
執
り
行
わ
れ
た
第
53
回
戦
没
・

殉
職
船
員
追
悼
式
で
全
国
か
ら
参
列
し

た
方
々
か
ら
、
鎮
魂
の
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

里
見

音
松

様
（
千
葉
県
）

里
見

正
義

様
（
千
葉
県
）

昭
和
46
年
、「
戦
没
船
員
の
碑
」
が

建
立
さ
れ
た
同
年
に
、
皇
太
子
同
妃

両
殿
下
（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
第
1
回
戦
没
船

員
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

以
来
、
皇
室
の
方
々
が
「
戦
没
船

員
の
碑
」
に
、
お
成
り
に
な
ら
れ
た

こ
と
を
、
観
音
崎
公
園
に
訪
れ
る
来

園
者
に
、
広
く
周
知
す
る
た
め
、
平

成
22
年
6
月
4
日
、
第
40
回
戦
没
・

殉
職
船
員
追
悼
式
の
記
念
事
業
と
し

て
、「
行
幸
啓
お
成
り
の
碑
」
が
建
立

さ
れ
た
。

こ
の
碑
に
、平
成
27
年
6
月
10
日
、

第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
（
現
上
皇
上
皇
后

両
陛
下
）
の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
こ
と

を
刻
字
し
た
が
、
余
白
が
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
同
規
模
の
碑
を
、
増

設
す
る
こ
と
を
理
事
会
、
評
議
員
会

で
決
定
し
た
。

○
平
成
３０
年
９
月
１４
日

高
円
宮
妃
久
子
殿
下

絢
子
女
王
殿
下（
現
守
谷
氏
夫
人
）

○
平
成
３１
年
１
月
２１
日

天
皇
皇
后
両
陛
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）

○
令
和
５
年
５
月
２４
日第５０

回
追
悼
式

天
皇
皇
后
両
陛
下

を
、
刻
字
し
た
「
行
幸
啓
お
成
り
の

碑
」（
増
設
）
を
、
令
和
8
年
2
月
23

日
に
建
立
し
た
。

「
戦
没
船
員
の
碑
」か
ら

富
士
山
を
望
む

本
年
2
月
、「
戦
没
船
員
の
碑
」
で
、

「
行
幸
啓
お
成
り
の
碑
」
増
設
工
事
に
立

ち
会
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
観
音
崎
公
園
を

散
策
し
て
い
た
高
齢
の
グ
ル
ー
プ
が
、

「
今
日
は
富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
る
！
」

と
叫
ん
で
い
た
の
で
、
指
さ
す
方
向
を
眺

め
る
と
富
士
山
が
、
少
し
ぼ
や
け
て
見

え
た
。

「
戦
没
船
員
の
碑
」
か
ら
、
富
士
山
が

望
め
る
こ
と
を
、
今
の
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
感
激
し
な
が
ら
、
進
徳
丸

の
錨
付
近
か
ら
ス
マ
ホ
で
富
士
山
を
撮
っ

た
。

「行幸啓お成りの碑」 既存の碑（右側）、増設した碑（左側）

行幸啓お成りの碑を増設
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『
戦
没
船
員
の
碑
』が
昭
和
46
年
に
建
立

さ
れ
て
か
ら
10
年
間
、
戦
没
船
員
追
悼
式

を
毎
年
5
月
に
執
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
式
典
が
戦
没
船
員
の
追
悼
に
限
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
海
の
職
場
に

命
を
捧
げ
た
商
船
や
漁
船
等
の
殉
職
船
員

の
慰
霊
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
す
べ
て
の
殉
職
船
員
に

慰
霊
の
誠
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
業
績
を
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
永
久
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
の
『
戦
没
・
殉
職
船
員
追

悼
式
』
を
国
民
的
行
事
と
し
て
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
民
の
海
洋
精
神
の
高
揚
を

図
り
、
海
洋
立
国
の
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の
業

績
調
査
と
、
そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
、

戦
没
・
殉
職
船
員
遺
族
の
援
護
に
あ
た
る

た
め
に
、
昭
和
56
年
4
月
に
「
戦
没
船
員

の
碑
建
立
会
」
の
事
業
を
継
承
し
て
、
財

団
法
人
と
し
て
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
が

発
足
し
ま
し
た
。（
平
成
23
年
公
益
財
団

法
人
の
認
定
を
受
け
、
移
行
登
記
す
る
）

当
会
の
殉
職
船
員
遺
族
援
護
事
業
は
、

昭
和
58
年
に
外
航
船
13
人
・
内
航
船
7
人

の
殉
職
船
員
遺
児
に
対
し
て
給
付
が
行
わ

れ
て
か
ら
、
平
成
2
年
の
外
航
船
59
人
・

内
航
船
63
人
・
旅
客
船
13
人
・
そ
の
他
9

人
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
て
い
ま
す
。

海
難
や
労
災
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
が
、
殉
職
船
員
遺
児
援
護
制

度
を
知
ら
な
い
た
め
に
苦
境
に
お
か
れ
て

い
て
は
大
変
で
す
。

個
人
情
報
保
護
の
関
係
か
ら
事
故
情
報

が
取
り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

船
社
や
業
界
関
係
団
体
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

返
還
義
務
の
な
い
制
度

当
会
の
殉
職
船
員
遺
族
援
護
事
業
は
、

商
船
な
ど
に
乗
船
中
、
海
難
や
労
災
事
故

で
殉
職
し
た
船
員
の
遺
児
に
援
護
金
を
給

付
す
る
制
度
で
、
返
還
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

支
給
額
は
1
人
月
額
8
千
円
の
ほ
か
、

入
学
記
念
品
代
と
し
て
小
学
校
入
学
時
に

3
万
円
、
中
学
校
入
学
時
と
高
校
入
学
時

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
1
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
遺
児
が
生
ま
れ
て
か
ら

義
務
教
育
お
よ
び
高
等
学
校
を
終
了
す
る

ま
で
。
詳
し
く
は
、
当
会
事
務
局
ま
で
。

漁
船
乗
組
員
の
遺
児
の
方
は
、
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
（
☎
0
3
・
3
5
1
8
・

6
1
2
1
）
が
援
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

殉
職
船
員

ご
遺
族
か
ら
の
お
便
り

■
織
田
有
瑠
さ
ん
（
広
島
県
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
、
私
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
父
と
母
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
翌

日
に
行
っ
た
と
い
う
お
店
で
ラ
ン
チ
を
し

ま
し
た
。に
ぎ
や
か
だ
っ
た
こ
の
地
は
、き

れ
い
に
整
地
さ
れ
、
新
し
い
未
来
へ
と
向

か
う
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
お
店
は
当
時
の
に
ぎ
わ
い
の
ま
ま
営

業
さ
れ
、
広
い
海
や
た
く
さ
ん
の
ヨ
ッ
ト

が
見
え
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
楽
し
く

食
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
父
の

気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
、
パ
ス
タ
や
ピ

ザ
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

今
、
私
は
、
高
校
三
年
生
で
す
。
近
所

の
人
や
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
か

ら
、「
父
に
そ
っ
く
り
。」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
遠
回
り
し
ま
し

た
が
、
今
は
、
夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

ま
す
。『
夢
・
挑
戦
・
達
成
』
の
言
葉
を

胸
に
、
10
㎞
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
、

一
人
で
関
東
の
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
、
バ
イ
ト
、
そ
し
て
、
毎
日

の
学
校
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
学
合
格
と
東
京
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
を
目
標
に
、
自
分
の
力
を
伸
ば
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

大
切
に
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
2
6
年
5
月
24
日

■
織
田
幸
恵
さ
ん
（
広
島
県
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。思

春
期
に
な
っ
た
と
た
ん
、悩
ん
だ
り
、

伴
走
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
全
て
が
経
験
と
な
り
自
分
で
や

ろ
う
と
決
め
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
私
も
明
る

く
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
佐
藤
亜
希
さ
ん
（
青
森
県
）

中
学
校
生
活
も
早
い
も
の
で
残
り
一
年

で
す
。修
学
旅
行
も
あ
る
の
で
、た
く
さ
ん

楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

来
年
に
は
、
高
校
生
に
な
り
ま
す
。
息

子
の
成
長
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
す
。
身

長
も
と
て
も
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
ビ
ッ
ク

リ
で
す
。
と
て
も
心
の
優
し
い
子
に
成
長

し
て
く
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

遺
児
た
ち
を
守
る
支
援
制
度

殉
職
船
員
遺
族
援
護

遺
児
へ
援
護
金
を
支
給
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公
益
財
団
法
人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

電
話

0
3
・
3
2
3
4
・
0
6
6
2

終
戦
記
念
日
（
8
月
15
日
㊏
）

に
観
音
崎
公
園「
戦
没
船
員
の
碑
」

で
献
花
式
を
行
い
ま
す
。

ご
案
内
す
る
の
は
、
当
会
役
員

な
ど
約
90
人
で
す
が
、
参
列
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
バ
ス
等
の
関

係
か
ら
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
に

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
午
前
11
時
10
分
京
急
「
馬
堀
海

岸
駅
」
横
須
賀
馬
堀
海
岸
郵
便
局

前
集
合

▽
11
時
15
分
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
戦
没
船
員
の
碑
へ
▽
同

45
分
慰
霊
碑
の
献
花
台
前
に
整
列

▽「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」の
ラ
ジ

オ
実
況
放
送
に
合
わ
せ
て
総
理
大

臣
式
辞
▽
12
時
黙
と
う
、
戦
没
・

殉
職
船
員
の
御
霊
を
追
悼
し
、
海

洋
永
久
の
平
和
を
誓
い
ま
す
。

▽
同
02
分
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を

聞
き
、
閉
式
と
な
り
ま
す
。

服
装
は
、
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ
（
半

袖
可
）
に
黒
ネ
ク
タ
イ
の
軽
装
で

お
願
い
し
ま
す
。

例
年
、当
会
の
役
職
員
の
ほ
か
、

海
事
関
係
者
や
当
会
元
役
員
な
ど

40
人
余
が
参
列
し
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
。

本
会
の
事
業
の
一
つ
に
戦
没
船
員
の
功
績
等
の
調
査
が
あ
り
ま
す
。
先
の
大
戦
に
お
い

て
戦
時
徴
用
船
で
輸
送
業
務
に
あ
た
り
、
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
戦
没
船
員
は
分
か
っ

て
い
る
だ
け
で
6
万
6
4
3
人
に
の
ぼ
り
、
観
音
崎
公
園
に
あ
る
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に

は
浄
書
し
た
名
簿
が
奉
安
さ
れ
、
毎
年
5
月
中
旬
の
追
悼
式
典
で
戦
没
・
殉
職
船
員
の
慰

霊
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
遺
族
を
は
じ
め
親
類
縁
者
や
関
係
者
の
中
に
は
、
い
ま
だ
知
ら

な
い
方
々
も
多
く
、戦
没
の
状
況
ま
で
知
っ
て
い
る
方
は
、さ
ら
に
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

本
会
は
、
こ
う
し
た
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
お
応
え
し
、
調
査
情
報
の

提
供
を
日
常
の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

■
女
性
（
戦
没
船
員
遺
族
）

祖
父
が
乗
っ
て
い
た
船
、
戦
没
時
の
状

況
を
詳
し
く
知
り
た
い
。
ま
た
、
戦
後
、

同
じ
船
に
乗
っ
て
い
た
生
存
者
の
方
が
、

祖
母
を
訪
ね
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
。
可

能
な
ら
そ
の
方
の
子
孫
の
話
を
聞
き
た
い
。

【
回
答
】

お
じ
い
様
は
、
Ｏ
商
船
Ｈ
丸
（
海
軍
徴

用
船
・
貨
物
船
）
に
特
務
機
関
士
（
機
関

員
）
と
し
て
乗
船
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
丸
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
ボ
ー
キ

サ
イ
ト
、
重
油
、
陸
海
軍
人
、
便
乗
者
を

乗
せ
、
徴
用
船
11
隻
で
編
成
し
た
「
ヒ
48

船
団
」
で
門
司
に
向
け
て
航
行
中
、
Ｈ
丸

は
昭
和
19
年
3
月
18
日
、
南
シ
ナ
海
、
香

港
南
東
3
0
0
キ
ロ
付
近
で
、
米
潜
水
艦

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
爆
発
に
よ
る
大
火
柱

を
上
げ
全
没
し
、
便
乗
者
8
名
、
警
戒
隊

25
名
、
船
員
64
名
の
う
ち
55
名
が
戦
死
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
会
で
は
生
存
船

員
の
方
々
の
名
簿
は
所
持
し
て
い
な
い
た

め
、
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き

ず
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
お
礼
の
メ
ー
ル
】

資
料
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
に
記
録

さ
れ
て
い
る
事
は
有
難
い
と
存
じ
ま
す
。

特
に
事
故
報
告
書
は
あ
ま
り
の
壮
絶
な

状
況
に
嗚
咽
し
な
が
ら
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
し
て
重
油
に
ま
み
れ
な
が
ら
救
助
を

待
っ
た
方
々
の
苦
し
み
を
想
像
し
胸
が
詰

ま
る
思
い
で
し
た
。

祖
父
は
、
私
た
ち
孫
の
顔
ど
こ
ろ
か
、

4
人
目
の
子
を
見
る
こ
と
な
く
亡
く
な
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ

て
も
戦
争
を
し
た
り
戦
争
を
す
る
国
の
協

力
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

戦
後
何
年
経
と
う
が
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
が
一
族
に
お
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
親
族

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
世
代

が
、
し
っ
か
り
後
世
に
語
り
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
に
も
そ
の
責

任
が
あ
る
と
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

平
和
を
希
求
す
る
人
々
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
い
続
け
ま
す
。

戦
没
船
員
の
功
績
等
の
調
査

事
例
紹
介

終
戦
記
念
日
献
花
式

お
知
ら
せ
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令
和
7
年
11
月
1
日
以
降
、
令
和
8
年
6
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
方
々
に
新
た

に
賛
助
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
の
事
業
運
営
は
、
基
本
財
産
の
運
用
益
の
ほ
か
、
会
員
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、

海
運
・
水
産
・
旅
客
船
な
ど
の
会
社
お
よ
び
海
事
関
係
団
体
か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な

ど
で
、戦
没
・
殉
職
船
員
の
慰
霊
・
顕
彰
と
ご
遺
族
へ
の
援
護
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

会
員
制
度
に
は
、
賛
助
会
員
と
協
賛
会
員
が
あ
り
ま
す
。

■
賛
助
会
員
に
は
、「
法
人
」
と
「
個
人
」
が
あ
り
、
年
会
費
は
◎
法
人
賛
助
会
費
＝

1
口
10
万
円
、
◎
個
人
賛
助
会
費
＝
1
口
1
万
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
協
賛
会
員
は「
個
人
」に
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
、
年
会
費
は
1
口
3
千
円
で
す
。

当
会
は
、
税
制
上
の
優
遇
制
度
に
よ
る
税
額
控
除
の
対
象
法
人
で
す
。
当
会
へ
の
寄

付
金
（
賛
助
・
協
賛
会
費
、
献
花
料
等
）
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
所

得
控
除
」「
税
額
控
除
」
の
対
象
と
な
り
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
会
は
消
費
税
の
免
税
事
業
者
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）

発
行
事
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
賛
助
会
員

（
順
不
同
）

○
里
見
景
一
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

○
谷
水
一
雄
様
（
東
京
都
練
馬
区
）

○
井
上
登
志
仁
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

追
悼
式
献
花
料

（
順
不
同
）

○
加
賀
城
福
男
様
（
香
川
県
仲
多
度
郡
）
○

榮
貴
代
様
（
神
奈
川
県
三
浦
市
）
○
保
木
登

茂
子
様
（
大
阪
府
豊
中
市
）
○
新
田
尚
子
様

（
山
口
県
宇
部
市
）
○
松
下
正
勝
様
（
岡
山

県
岡
山
市
）
○
中
野
昭
男
様
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
○
峯
永
紀
子
様
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

○
榊
原
登
美
子
様
（
大
阪
府
吹
田
市
）
○
梶

野
多
恵
子
様
（
福
岡
県
宗
像
市
）
○
後
藤
美

津
子
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
○
今
田
小
夜

子
様（
埼
玉
県
川
口
市
）
○
山
藤
浩
子
様（
広

島
県
広
島
市
）
○
和
田
洋
子
様
（
福
島
県
河

沼
郡
）
○
石
川
眞
佐
子
様
（
栃
木
県
下
都
賀

郡
）
○
島
一
角
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

○
山
本
隆
様
（
山
口
県
下
関
市
）
○
木
内
由

貴
子
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
○
福
本
健
治

様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
○
瀬
川
マ
ツ
ヱ

様
（
神
奈
川
県
三
浦
市
）
○
織
田
恒
様
（
広

島
県
東
広
島
市
）
○
里
見
景
一
様
（
神
奈
川

県
横
須
賀
市
）
○
中
田
ま
つ
み
様
（
東
京
都

板
橋
区
）
○
里
見
一
矢
様
（
千
葉
県
南
房
総

市
）
○
全
日
本
海
員
生
活
協
同
組
合
様
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
○
横
須
賀
市
東
部
漁
業
協

同
組
合
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
○
鳥
羽

商
船
高
等
専
門
学
校
様
（
三
重
県
鳥
羽
市
）

○
富
山
高
等
専
門
学
校
様（
富
山
県
射
水
市
）

○
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
様
（
山
口
県
大

島
郡
）
○
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
様
（
広

島
県
豊
田
郡
）
○
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校

様
（
愛
媛
県
越
智
郡
）
○
宮
越
健
郎
様
（
東

京
都
杉
並
区
）
○（
一
財
）全
日
本
海
員
福
祉

セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
港
区
）
○
千
葉
政
俊

様
（
千
葉
県
松
戸
市
）
○
山
本
学
様
（
東
京

都
足
立
区
）
○
荒
谷
秀
治
様
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
○（
一
財
）船
員
保
険
会
常
勤
監
事
金

子
浩
行
様
（
東
京
都
渋
谷
区
）
○
豊
丸
漁
業

有
限
会
社
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
○（
一

財
）日
本
航
路
標
識
協
会
様
（
東
京
都
千
代

田
区
）
○（
一
財
）船
員
保
険
会
会
長
岡
部
修

様
（
東
京
都
渋
谷
区
）
○（
公
財
）海
技
資
格

協
力
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○

（
一
社
）日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
様
（
東
京

都
千
代
田
区
）
○
東
郷
会
様
（
東
京
都
渋
谷

区
）
○（
一
社
）外
航
船
員
医
療
事
業
団
様

（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
荒
川
博
様
（
東
京

都
三
鷹
市
）
○
米
山
香
様
（
東
京
都
北
区
）

○
折
野
勲
様
（
福
岡
県
福
岡
市
）
○
五
十
嵐

温
彦
様
（
神
奈
川
県
大
和
市
）
○
平
山
義
昭

様
（
千
葉
県
成
田
市
）
○
多
胡
明
美
様
（
東

京
都
小
金
井
市
）

終
戦
記
念
日
供
花
料

○
米
山
香
様
（
東
京
都
北
区
）

一
般
寄
付
金

（
順
不
同
）

○
白
石
千
春
様
（
大
分
県
大
分
市
）
○
冨
田

隆
滋
様
（
大
阪
府
池
田
市
）
○
猪
股
貞
雄
様

（
東
京
都
清
瀬
市
）
○
纐
纈
正
憲
様
（
岐
阜

県
可
児
市
）
○
石
井
康
一
郎
様
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）
○
織
田
幸
恵
様
（
広
島
県
東
広
島

市
）
○
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ラ
ー
株
式
会
社
様
（
東

京
都
千
代
田
区
）
○
荒
川
博
様
（
東
京
都
三

鷹
市
）
○
折
野
勲
様
（
福
岡
県
福
岡
市
）

知
ら
れ
ざ
る
民
間
船
舶
の
悲
劇

戦
時
徴
用
船
遭
難
の
記
録
画
展

寄
付
金

（
順
不
同
）

○
堀
江
耕
太
朗
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

○
荒
川
博
様
（
東
京
都
三
鷹
市
）

遺
族
援
護
寄
付
金

（
順
不
同
）

○
加
賀
城
福
男
様
（
香
川
県
仲
多
度
郡
）
○

関
洋
一
郎
様
（
福
岡
県
福
岡
市
）
○
新
田
尚

子
様
（
山
口
県
宇
部
市
）
○
長
澤
芙
美
子
様

（
群
馬
県
前
橋
市
）
○
山
口
英
文
様
（
大
分

県
中
津
市
）
○
伊
藤
光
一
様
（
福
岡
県
北
九

州
市
）
○
武
智
靜
様
（
愛
媛
県
伊
予
市
）

皆
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

ホームページ https://www.kenshoukai.jp Eメール kenshoukai@isis.ocn.ne.jp
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